
 

 

 
 

一学期が終わりました 
入学式・始業式から始まった75日間。先週辺りから、暑さが厳しくなり、各教室ではエアコンが欠かせませ
ん。熱中症警戒アラートが発表される日も多く、状況に応じて休み時間の校庭や体育館での遊びを中止する対応
をとらせていただいています。(2時休みは30分間となり、子どもたちだけでは水分補給の徹底が難しいこと。
昼休みは、昼食後で食事誘発性熱産生も併せて体温が上昇しやすい状況であることから.)梅雨明けの宣言も発表
され、ここから夏本番です。水分を適切に補給し、日差しを避けながら、健康で安全な夏休みにしてください。 
令和８年度のスタートとなった１学期。 
□初めての小学校生活にも慣れ、南庭で楽しそうに活動した１年生。 
□ペットボトルを集めてイカダを作り、プールに浮かべた2年生。進め！スイスイ号 
□学校から外へ出て、岩村田の地域をめぐり、学んだ３年生。 
□御代田浄水場・佐久平クリーンセンターで、見て触れて学んだ４年生。 
□車山登山とキャンプに力を合わせて盛り上がった５年生。 
□１年生のサポートをし、児童会活動で学校を引っ張った６年生。 

 学年毎に様々な活動が広がりました。 
各学年の取組の他にも、登下校の見守り（見守り隊）、上ノ城清掃活動(CS)、読み聞かせ(PTA・CS)、親子で
聞く語りの会(PTA)など、保護者・地域の皆さんに学校や子どもたちを支えていただきました。また、今年度よ
り実施方法が変わった音楽会（全校）も、準備から本番の発表まで、子どもたちの成長をみることができた実り
ある行事となりました。支えてくださった PTA・CS・地域の皆さん、ありがとうございます。２学期も、子ど
もたちを真ん中に、様々な活動を充実させて参りたいと思います。引き続き、宜しくお願いいたします。 
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四月、新しい学年が始まってから、あっという間に三か月半が過ぎました。 

新しい教室、新しい先生、新しい友達との生活に、最初は緊張していた人も多かったことでしょう。 

一年生のみなさんは、小学校の生活に少しずつ慣れ、元気なあいさつや笑顔がたくさん見られるようになりまし

た。 

二年生から六年生のみなさんも、勉強や音楽会、キャンプ、係活動やクラブ活動など、それぞれの場所で力いっぱ

い頑張ってきました。 

今日は、終業式の日に、みなさんに三つの話をします。 

 

一つ目は、「挑戦」についてです。 

みなさんは、この一学期、どんなことに挑戦したでしょうか。 

授業で勇気を出して手を挙げた人、宿題を最後まで頑張った人、委員会や係活動でみんなのために働いた人。どれ

も立派な挑戦です。 

「うまくできなかった」「失敗してしまった」と思っている人もいるかもしれません。しかし、本当にすごい人と

は、失敗しない人ではありません。失敗しても、もう一度立ち上がって前に進む人です。 

みなさんは、自転車に初めて乗れた日のことを覚えていますか？最初から上手に乗れた人はいません。 

何度も足をついたり、転んだりしながらも、「もう一回やってみよう」と挑戦したからこそ、乗れるようになった

のです。 

勉強も、運動も、そして「人との関わり」も同じです。 

なかなか話しかけられなくても、けんかになっても、「次は、こうしてみよう」と考え、一歩踏み出せる人が、本

当に強い人なのです。 

もうすぐ夏休みです。 

本を読むこと、料理に挑戦すること、毎朝早起きをすることなど、ぜひ「少し難しそうだけれど、やってみたいこ

と」を一つ決めて挑戦してください。 

 

１学期終業式 校長先生より 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連絡】 

□８月７日（金）９：００～１２：００に、岩村田小学校 図書館が開館します。詳しくは、既に配付済みの

図書館だよりをご確認ください。時間を守って、気をつけて登下校し利用してください。 

 

□夏休み明けの８月２０日・２１日の２日間は、街頭指導に合わせて集団登校となります。休み明け登校班の

集合場所・集合時刻の確認をお願いします。安全に登校できるよう、ご家庭でもお声がけください。 

 

□８月 10日～16日は、学校閉庁日となります。子どもの命や安全に関わる重大事態など、緊急を要する場合

は、佐久市役所宿日直０２６７－６２－２１１１へご連絡ください。詳細は、別紙(再送)をご覧下さい。 

 

 

 

 

二つ目は、「命」についてです。 

私たちは毎朝、当たり前のように学校へ来て、友達と話し、笑っています。 

しかし、その当たり前は決して当たり前ではありません。 

朝、「いってらっしゃい」と送り出してくれる家族がいること。友達と遊べること。元気に過ごせること。それは、

みなさんが大切な「命」をもっているからできることです。 

夏休みには、海やプールで遊んだり、自転車に乗ったりする人もいるでしょう。 

しかし、楽しいことが増える一方で、交通事故や水の事故や、熱中症などの危険もあります。 

そこで、忘れないでほしい言葉があります。 

それは、「自分の命は、自分で守る」ということです。 

信号を守ること。ヘルメットをかぶること。危険な場所に近づかないこと。知らない人について行かないこと。

そして、「危ないな」「嫌だな」と感じたら、勇気を出して断り、大人に相談してください。 

そして、命を大切にするということは、自分の命だけでなく、友達の命も大切にすることです。 

 

三つ目は、「友達」についてです。 

うれしいときに一緒に笑い、困ったときに声をかけてくれる友達がいるから、学校は楽しくなります。 

しかし、ときには友達とけんかをしたり、嫌な思いをしたり、させてしまったりすることもあります。 

そんなときは、「この言葉を、自分が言われたらどう思うだろう」「こんなことされたらどう思うだろう」と考え

てみてください。 

たった一言で、誰かが笑顔になることがあります。 

しかし、たった一言で、誰かの心を深く傷つけてしまうこともあります。 

最近では、学校だけでなく、インターネットやグループメール、オンラインゲームの中でも人を傷つけてしまう

ことがあります。 

「冗談だった」「みんながやっていたから」等の理由で、人を傷つけてよいことはありません。 

「目の前で言えないことは、ネットの世界でも言ってはいけない」というのが、ネットの約束事です。 

いじめは絶対に許されません。からかったり、仲間外れにしたり、見て見ぬふりをしたりする小さな行動が、大

きな悲しみにつながることがあります。 

もし、自分がつらい思いをしていたら、一人で抱え込まないでください。 

先生でも、家族でも、友達でもかまいません。必ず誰かに話してください。 

そして、近くに困っている友達がいたら、勇気を出して声をかけてください。 

「どうしたの」というたった一言が、誰かの心を救うことがあります。 

本当の友達とは、考え方が違っても、お互いを大切にし、困っている人を放っておかない人です。 

長い夏休みが始まります。どうか、自分のことを大切にしてください。そして、自分と同じように、周りの人の

ことも大切にしてください。 

 

二学期の始業式の日に、みなさん一人ひとりが元気な顔でこの体育館に集まってくれることを、先生たちは心か

ら願っています。 

８月、「こんなことに挑戦したよ」と胸を張って話してくれるみなさんに会えることを楽しみにしています。 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 ９月 

3日(月) 学校徴収金振替日 
4日(火) 上ノ城清掃活動 
 
20日(木) ２学期始業式 
20日(木)～31日（月） 集団登校 
25日(火) 上ノ城清掃活動 ５時間日課 
26日(水) ４時間授業（５校研修日） 下校14:00 
28日(金) 読み聞かせ(高学年) 
29日(土) PTAふれあい楓まつり 

 1日(火) 避難訓練  学校徴収金振替日 

 4日(金) 読み聞かせ（低学年） 

 9日(水) 児童会 

10日(木) 交通安全教室(3～6年） 

15日(火) 交通安全教室(１･2年) 上ノ城清掃活動 

16日(水) 音楽鑑賞教室 

18日(金) まちゼミ①(3～6年) 

24日(木) 運動会特別時間割開始 

29日(火) 5時間日課 上ノ城清掃活動 

30日(水) 運動会係会① 浅間中浅岳祭① 

今後の主な予定 

【まちゼミにかかわる連絡(追記)】  ３～６年生対象 

現在、9月、11月の2回分の希望アンケート調査を行い、人数調整をしているところです。まちゼミは、子ど

もたちが、本物の職業に触れることを通して、「やってみたい」や「もっと知りたい」のきっかけをつくること。

地域で活躍されている方々を講師に迎え、体験的な学習を通して、そこにかける思いや情熱に触れることを目

的としています。 

先月の学校だよりで、体験にかかる費用を体験する児童(家庭)から集金させていただく形（受益者負担）を提

案させていただきましたが、講師の皆さんからは、子どもたちからの負担は避けたいとのお話がありましたの

で、本年度は個別の集金はいたしません。ご承知おきください。 


